
 

 
 

 

4/22 まで町が相談を受付した件数は 80 件 

事業予算 事 業 の 概 要 

災害等廃棄物処理 
【予算】 

2 億 4,918 万 5 千円 

●被災家屋（半壊以上）の解体撤去 
 ・公費解体 
     …生活環境の保全上撤去が必要と町が認めた建物 
     （住家 6 棟、非住家 48 棟）予算：1 億 3,252 万 9 千円 
 ・自費解体 
     …既に自身で解体済の建物について、支払額と設計額の

少ない方の額に支援 
     （住家 3 棟、非住家 38 棟）予算：7,565 万 6 千円 
 ・コンサルティング委託 予算：4,100 万円 
 （公費、自費解体の全 95 棟分の現地家屋調査、解体費等を算定する） 
 ※申請の受付期間：5/17～7/16 調査期間：約 2 か月程度 

被災住宅修理支援 
【予算】 

2,690 万円 

●被災家屋（一部損壊）に対する助成 
  269 世帯に対し定額 10 万円を支給する 
 ※県独自の支援事業に基づき、日常生活に必要な部分だけの住宅

修理が 20 万円以上を要した世帯に 10 万円を助成する。 
 

議案質疑の一部 
    Q.本町は県北地域の中でも被害の程度は大きかったか。 
    Q.調査、解体等にかかる日数、また、その費用は一軒の面積で異なるのか。 
    Q.95 棟の積算根拠、また、管理されている空家の被害状況を把握しているか。 
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2 月 13 日発生の震度６弱の地震対応に「家屋解体撤去」と 

「住宅修理支援」2 億 7,608 万 5 千円を原案通り可決した。 

・・・令和 3 年 4 月 28 日開催の臨時議会の結果・・・ 

「一般会計と介護保険特別会計」の補正予算の 2 議案が提出された。 



総額 2 億 8,948 万 9 千円の補正予算を全会一致で可決 
【主な事業】 

【主な財源】 
 ・令和３年福島県沖地震による被災住宅修理支援事業補助金…2,456 万 9 千円 
 ・災害等廃棄物処理事業補助金…1 億 2,459 万 2 千円 
 ・特別交付税…9,967 万 4 千円    ・地方創生臨時交付金…902 万 2 千円 
◇桑折町介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第 1 号） 
 ・要介護認定調査に係る会計年度任用職員の人件費に係る予算組み替え等（フルタイ

ムからパートタイムへの変更）による減額  予算：▲211 万 8 千円 
議案質疑の一部 
Q.職員給の減額に伴い負担金 1 千円が残る理由は 
Q.業務上支障はないのか。また、他の部署への影響はないのか 
Q.この職に資格は必要か 

●災害等廃棄物処理費 
   予算：2 億 4,918 万 5 千円 
 
●被災住宅修理支援事業費 
   予算：2,690 万円 

 
 
※詳細については 

前のページをご覧ください。 

●農業振興対策事業費 
「おいしい」を贈ろう 献上桃の郷 

元気応援事業、献上桃の産地、農家所得
維持のため 

    予算：541 万 8 千円 
議案質疑の一部 
Q.18 玉、特秀、5K 箱は昨年同様か 
Q.500 円の戻りは農家収入増になるか 
Q.桃以外の農作物への支援は 

●小学校災害復旧費 
   地域交流センター（醸小体育館）

屋根本復旧設計業務 

   予算：500 万円 
 
 
議案質疑の一部 
Q.復旧より改修工事となる設計か 

●学力向上対策事業費 
  学びの ICT 活用環境整備事業のタ

ブレット端末充電器の購入費用 
 （長期休業時の自宅学習での使用） 

    予算：360 万 4 千円 
 
議案質疑の一部 
Q.自宅で端末を活用したことはあるか 

※町長の閉会の挨拶の中で、通行止めになっている昭和大橋について「設計に着手し、
復旧は来年 4 月以降になる。解決策の一つとして、伊達崎橋の早期改修を伊達市、国
見町、桑折町合同で県へ強く要望した」旨の話があった。 

【お詫び】議会だより「春号」に誤字、脱字があり申し訳ありません。「夏号」にて訂正を致します。 


